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京都大学生涯教育フィールド研究 vol. 5（通巻第 16 号）2017 年
書店員の役割は、人々のより身近なところで本を扱うことであろう。販売だけでなく、
日々の仕事の中で幅広い客層からのどんな問合せや相談にも答えられる知識、気軽なレフ

























































































































































































































































京都大学生涯教育フィールド研究 vol. 5（通巻第 16 号）2017 年
視点や見解を獲得していけるようになることが「古典を読む」、より深く「本を読むこと」
の醍醐味とも言えよう。 
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